






































































　A paced auditory tracking task which involves the immediate vocalization of 
auditorily presented stimuli, i.e. word for word repetition in the same language, 
































に在籍する 1 年目の留学生である。具体的な内訳は表 1 ようになっている。
表 1　留学生基本情報
2015 年度 2016 年度
経済学 経営学 商学 文学 経営学 商学 文学 人間科学
男性 4 人 ／ ／ ／ 2 人 3 人 1 人 1 人
女性 3 人 ／ 2 人 1 人 ／ ／ 4 人 ／


















の視聴覚教材による聴解問題の二つのパートに，それぞれ 25 問 100 点配点
82
で作成したものである。後期の最終聴解テストは，15 分程度の NHK ニュー
スの音声テープによる聴解問題と NHK の視聴覚教材による聴解問題の二つ
のパートに，それぞれ 25 問 100 点配点で作成したものである。
　ディクテーション小テストに関しては，2015 年の前期は短いニュースの音
声テープを利用し 5 回行い，後期では行わなかった。それぞれのスクリプト
原稿中の 20 個のチェックポイントに対して 100 点配点で採点し，5 回分の平
























ある留学生の 2015 年，2016 年の前期・後期テストの成績を用いて t‐検定を
行った。
表 2－ 1　2015 前期・後期テスト結果の比較
度数 平均値 標準偏差 t df 有意確率（両側）
前期テスト 10 72.60 6.80 
後期テスト 10 79.40 1.00 -3.17** 9 0.01 
表 2－ 2　2016 前期・後期テスト結果の比較
度数 平均値 標準偏差 t df 有意確率（両側）
前期テスト 11 71.64 7.95 
後期テスト 11 79.09 7.88 -2.65** 10 0.02 
　表 2 － 1 の結果から，2015 年後期テストの平均点は前期テストの平均点よ
り有意に 6.8 点高く，また，表 2 － 2 の結果から，2016 年後期テストの平均

























表 3－ 1　2015 前期ディクテーションがテストに与える影響
モデルの要約
モデル R R2 調整済 R2 推定値の標準誤差
ディクテーション .147a .022 -.101 7.1361
a. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, ディクテーション
分散分析 a
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
ディクテーション
回帰 9.007 1 9.007 .177 .685b
残差 407.393 8 50.924
合計 416.400 9
a. 従属変数 前テスト
b. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, ディクテーション :
聴解指導におけるディクテーションとシャドーイングの効果について―「音声理解」教室活動の事例研究を通して―　85
表 3－ 2　2015 後期シャドーイングがテストに与える影響
モデルの要約
モデル R R2 調整済 R2 推定値の標準誤差
シャドーイング .688a .473 .407 0.7438
a. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, シャドーイング :
分散分析 a
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
シャドーイング
回帰 3.974 1 3.974 7.184 .028b
残差 4.426 8 0.553
合計 8.400 9
a. 従属変数 前テスト
b. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, シャドーイング :
　

















表 3－ 3　2016 前期ディクテーションがテストに与える影響
モデルの要約
モデル R R2 調整済 R2 推定値の標準誤差
ディクテーション .403a .162 .069 7.6740
a. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, ディクテーション
分散分析 a
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
ディクテーション
回帰 102.541 1 102.541 1.741 0.220b
残差 530.004 9 58.889
合計 632.545 10
a. 従属変数 前テスト
b. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, 前期ディクテーション :




表 3－ 4　2016 後期ディクテーションがテストに与える影響
モデルの要約
モデル R R2 調整済 R2 推定値の標準誤差
ディクテーション .818a .669 .632 4.7820
a. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, 後期ディクテーション
分散分析 a
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
ディクテーション
回帰 415.114 1 415.114 18.154 0.002b
残差 205.795 9 22.866
合計 620.909 10
a. 従属変数 前テスト
b. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, 後期ディクテーション :
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表 3－ 5　2016 後期シャドーイングがテストに与える影響
モデルの要約
モデル R R2 調整済 R2 推定値の標準誤差
シャドーイング .622a .386 .318 6.5070
a. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, 後期ディクテーション
分散分析 a
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
シャドーイング
回帰 239.838 1 239.838 5.664 0.041b
残差 381.071 9 42.341
合計 620.909 10
a. 従属変数 前テスト
b. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, 後期シャドーイング :




















モデル R R2 調整済 R2 推定値の標準誤差
1 .916a .838 .798 3.5430
a. 予測値 : ( 定数 )、[%1:, 後期ディクテーション，シャドーイング
分散分析 a
モデル 平方和 df 平均平方 F 有意確率
1
回帰 520.488 2 260.244 20.732 0.001b
残差 100.421 8 12.553
合計 620.909 10
a. 従属変数 前テスト








B 標準誤差 ベータ ゼロ次 偏 部分
2016 後期テスト 48.881 4.859 10.060 .000
ディクテーション .294 .102 .429 2.897 .020 .622 .716 .412
シャドーイング .514 .109 .699 4.728 .001 .818 .858 .672
a. 従属変数 後期テスト





















































第 39 号，77–92．専修大学 LL 研究室．
茅野潤一郎（2006）「ディクテーションとシャドーイングによる指導法が聴
解力に与える効果」，『Language Education and Technology』第 43 号 , 
95–109．外国語教育メディア学会．
聴解指導におけるディクテーションとシャドーイングの効果について―「音声理解」教室活動の事例研究を通して―　91










Baddeley, A. D. (1986). Working Memory, New York: Oxford University Press.
Krashen, S. (1985). The input hypothesis: issues and implications. New York: 
Longman.
Lambert, S. (1988). A human information processing and cognitive approach to 
the training of simultaneous interpreters. D. L. Hammond（ed.） Languages 
at crossroads. Proceedings of the 29th Annual Conference of the American 
Translators Associations, 379‒388.
